
有賀　大
ノート
普通は回路図で設計した後に製作するわけだが、まだ慣れていないので逆でも良い。

有賀　大
ノート
基盤を使って配線し、実際のものに近づいた状態で作ってみる

有賀　大
ノート
①ができたら、そこに追加する形で②、③をやってみる。（一度外す必要はない）スイッチが切換スイッチであることも説明する

有賀　大
ノート
信号機のイメージで。（青がついているとき、赤がついては困る）



有賀　大
ノート
LEDと電池以外は向きが違っていても動作する（ＩＣソケットが逆でも、ＩＣを本来の向きにさせばよい）が、美しく作るものは失敗も減り、動作も安定する。

有賀　大
ノート
評価の際に、いい人のはすぐにわかる。まず、ハンダがそろって肌（ハンダの表面）がすべすべしているから。逆に、時間かけて悩んでいるときは、気に入らない部分がある場合なんです。


